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（以下 MSW と略記する）は常に CL の主体的な選択・決定を念頭に置いて援助しようと




























































述べている。そして 3 側面について、MSW がアセスメントする際の指標を 4 つの象限
に分けたマトリックスで図示した。そのマトリックスは以下のようなものである。




あてはまる CL は、MSW が説明したことをきちんと理解し、且つコミュニケーションが
積極的でわからないこと等はきちんと質問できるような CL であり、第Ⅱ象限にあては
まる CL は、MSW が説明したことへの理解は心もとないものの、コミュニケーションは
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る CL は、MSW が説明したことをきちんと理解し、コミュニケーションは控えめという
CL である。
　次に 2 つめ、感情に関する能力である（図 3）。このマトリックスは感情反応（情緒反応）




限にあてはまる CL は、感情表出もするし MSW からの感情に対しても好意的に受け取る
CL であり、第Ⅱ象限にあてはまる CL は、感情表出するが MSW からの感情に対しては
無関心、もしくは拒絶的かそういうものを求めてない CL である。第Ⅲ象限にあてはま
る CL は、自分から感情表出しないし、MSW からの感情に対しても無関心もしくは拒絶
的かそういうものを求めてない CL であり、第Ⅳ象限にあてはまる CL は、自分からの感
情表出はしないが、MSW からの感情に対しては好意的に受け取る CL である。







有無と MSW からの具体的な行動の指示の必要性の有無を見ている。CL は皆何かしらの
行動力はあるという前提に立ってはいるのだが、これは MSW が予想した行動をとるか




限にあてはまる CL は、具体的な行動の指示がなくても自力で行動できる CL であり、第
Ⅱ象限にあてはまる CL は、具体的な行動の指示が何らかの理由で不要であり、行動が
できない、もしくは行動したとしても MSW が予想した行動は取らない CL である。第
Ⅲ象限にあてはまる CL は、具体的な行動の指示が必要で、指示をしたとしても行動に
移せない、もしくは MSW と CL 双方が合意したはずなのに全く異なるような行動をとり、
双方が目標としていた行動をしない CL であり、第Ⅳ象限にあてはまる CL は、具体的な
行動の指示があれば行動へ移せる CL である。以上が CL の問題解決への取り組み能力 3
側面のマトリックスである。







ものであり、双方変わらない内容で 85 項目あった。紙面の都合上 85 項目のスキルにつ
いては掲載しないが、ここでは具体的に MSW が行っていることを「問題解決のための































行った。経験年数の長い 3 人の SW（10 年、13 年、19 年目）に半構造的インタビュー








































　本調査の協力者はある大学病院 MSW5 名である。全員社会福祉士、内 3 名は精神保健
福祉士も取得済み。経験年数は 19 年目、13 年目、10 年目、1 年未満の新人が 2 人であ
る。予備調査の結果、動機づけの低いケースと円滑に進まないと感じたケースのクライ
エント像が一致したため本枠組みを使用して問題ないと確認できた。そのため、これを
基にインテークシートを作成した。そして、5 人の SW は平成 21 年 3 ／ 1 ～ 4 ／ 30 ま
での 2 ヶ月間インテークした 102 ケース＋予備調査で挙がった 13 ケース、計 115 ケー
スについてインテークシートを面接後に記入した。
　インテークシートは 2 枚である。インテークシート 1 枚目は取り組み能力のマトリッ
クスが中心となる。担当 MSW、転院・経済問題・制度活用・療養上の生活問題・家族問
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題・その他の援助内容のチェック、援助のしにくさがあった、もしくは円滑に進まない
と感じたかどうかのチェック、そして円滑に進まないと感じた場合にそのように考える
理由、どのような CL だったのかを記載した。そしてインテーク時に感じた CL の取り組
み能力のマトリックスにそれぞれチェックした。このマトリックスは園木の論文上で提
示されたものを修正・加筆した。
　インテークシート 2 枚目はスキルチェック票である。5 人の MSW が園木の研究で抽
出された 85 項目のスキルと、その 85 項目を 13 グループ化したものを確認し、自分が
使っているスキルが網羅されていることを事前に確認した。このスキルチェック票では、













　取り組み能力に関する調査結果は、115 ケース中、円滑に進むと感じたケースは 70 ケー
ス、円滑に進まないと感じたケースは 45 ケースであった。円滑に進むケース（ｎ＝ 70）
の内訳を以下に記載する（図 6）。認知・コミュニケーションに関する能力は、第Ⅰ , Ⅳ
象限が 86％で、第Ⅱ , Ⅲ象限は 14％であった。感情に関する能力は、第Ⅰ , Ⅳ象限が
99％で、第Ⅱ , Ⅲ象限は 19％であった。行動に関する能力は、第Ⅰ , Ⅳ象限が 94％で、
第Ⅱ , Ⅲ象限は 6％であった。次に円滑に進まないと感じたケース（ｎ＝ 45）の内訳で
ある（図 7）。認知・コミュニケーションに関する能力は、第Ⅰ , Ⅳ象限が 33％で、第Ⅱ ,
Ⅲ象限は 67％であった。感情に関する能力は、第Ⅰ , Ⅳ象限が 56％で、第Ⅱ , Ⅲ象限は


















対比した（図 8）。経験の長い MSW は、円滑に進むケースの場合、特に「現状確認」、「将
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確認」をして、CL の置かれている状況、考え方をとらえながら CL が未来と過去のどち
らを向いているのか、現状にとどまっているのか、その志向性のアセスメントをした上
でその後の面接の流れを作っていることがわかった。園木の研究で漠然と CL の時間軸
























ある園木の研究を研究枠組みとし概観した。研究目的として、仮説 1 と仮説 2 は園木の
研究を、大学病院 MSW の面接導入部分におけるアセスメントとスキルとして、仮説が
仮説として成立するのかを確認するために、ある大学病院で仮説生成・確認作業を行った。
さらに、予備調査を踏まえて新たに仮説 3 と仮説 4 も仮説として成立するのか確認する
作業を行った。調査の結果、仮説 1 と仮説 2 が成り立つことが確認でき、仮説 3 と仮説

































　本研究は、園木の研究を発展させたことで、2 つの大学病院 MSW における調査研究
結果となったが、直ちに結果を一般化することはできない。また、研究倫理上 CL を特
定できないような形で MSW 側からの調査とした。MSW の主観、感覚で CL を捉えてい
るため、CL 側の実際はわからない。MSW の指示に的確に従うことができるクライエン
ト以外は「動機づけが低く」「援助が円滑に進まない」と短絡的に考えているのではなく、
MSW が実際どのように複合的に CL をアセスメントしているのかということを明らかに
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